
議案第７２号 

南予地方水道水質検査協議会を設ける地方公共団体の数の減少及び規約

の変更について 

南予地方水道水質検査協議会から津島水道企業団が脱退し、同協議会規約を別

紙のとおり変更することについて、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２

５２条の６の規定により、その例によることとされる同法第２５２条の２の２第

３項の規定に基づき議会の議決を求める。 

令和６年１２月３日提出 

八幡浜市長 大 城 一 郎 

 

提案理由 

  令和７年３月３１日をもって南予地方水道水質検査協議会を設ける団体であ

る津島水道企業団が同協議会から脱退し、同協議会規約を変更することについ

て関係団体と協議を行うため。 



 



南予地方水道水質検査協議会規約の一部を改正する規約 

南予地方水道水質検査協議会規約（昭和６０年３月１日設立）の一部を次のよ

うに改正する。 

次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に下線で

示すように改正する。ただし、改正前の欄に掲げる規定で改正後の欄にこれに対

応するものを掲げていないものは、これを削るものとする。 

改正後 改正前 

  

（協議会を設ける団体） （協議会を設ける団体） 

第３条 協議会は、次に掲げる市町及び企業団（以

下「関係団体」という。）がこれを設ける。宇和

島市、八幡浜市、西予市、伊方町、鬼北町、松野

町、愛南町、南予水道企業団 

第３条 協議会は、次に掲げる市町及び企業団（以

下「関係団体」という。）がこれを設ける。宇和

島市、八幡浜市、西予市、伊方町、鬼北町、松野

町、愛南町、南予水道企業団、津島水道企業団 

  

（組織） （組織） 

第６条 協議会は、会長及び委員８人をもって組

織する。 

第６条 協議会は、会長及び委員９人をもって組

織する。 

  

（事務処理の状況の報告等） （事務処理の状況の報告等） 

第２７条 （略） 第２７条 （略） 

２ 関係団体の長が協議して定める関係団体の監

査委員は、法第１９９条第４項の規定による監

査を毎年９月から１０月までの間において行う

ことができる。ただし、監査委員は、必要があ

ると認めるときは、この期間以外に監査の期日

を変更することができる。 

２ 関係団体の長が協議して定める関係団体の監

査委員は、法第１９９条第３項の規定による監

査を毎年９月から１０月までの間において行う

ことができる。ただし、監査委員は、必要があ

ると認めるときは、この期間以外に監査の期日

を変更することができる。 

３～４ （略） ３～４ （略） 

  

附 則 

この規約は、令和７年４月１日から施行する。 

 



 


